
 

 

 
 

★今月のテーマは「ウンチ・トイレについて知ろう」です。 
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【子どもの便秘を防ごう】子どもの便秘は珍しくありませんが、悪化すると腸が異常に膨らんだり、 

便のお漏らしが続いたりすることもあります。子どもの便秘に早く気づいて対応することが大切です。 

子どもの便秘をチェック…排便が週に 3 回よりも少なかったり、５日以上出ない日が続けば、それはも

う立派な便秘です。毎日出ていても柔らかい便が少しずつ出る、小さいコロコロの便になるのも便秘が

疑われます。また、悪化すると治療が必要になることもあります。 

この表に当てはまる場合に

は医療機関を受診すること

をおすすめします。 

便秘の悪化を防ぐために 

〈早めに治療を開始すること〉 

 便を軟らかくする薬を早めに開始

することが、速やかな改善や治りに

くくなる事への防止に繋がります。 

   また、浣腸や飲み薬は正しく 

    使えばくせになる事はあり 

     ません。悪化を防ぐため 

     には、早めに症状に気づ 

     いて、受診をすることが 

       大切です。 

 

我慢しない(させない)環境づくり 

～トイレは明るくて楽しい場所に～ 

子どもが「うんちをする事が気持ちい

い」と感じることが大切です。その為に

はまず、我慢しない(させない)事です。ト

イレを楽しい空間にしたり、ゆとりのあ

る時間帯にトイレタイムを確保したり工

夫してみましょう。また、便座に座った

時に踏み台があるといきみやすくなり、

排便がスムーズになります。気をつけな

ければならない事は、トイレに失敗 

して叱られると我慢するよ 

うになるので叱らない 

ようにしましょう。 


